2012年8月23日
平成２４年度　第４回　兵庫県ユース委員会　議事録
～ユース委員会名言録「ユース年代っていくつまで？」～
作成者：長谷川　大起（県ユース副委員長、神戸第38団ＲＳ隊）
１）日時　　　平成２４年８月１９日（日）　１３：０５～１６：２０
２）場所　　　神戸市立青少年会館６Ｆ　会議室
３）参加者　　県ユース委員　６名　　ユース年代　１名　　ＶＬＡＣメンバー　１名
　　　　　　　北村宗豊(阪神さくら)、長谷川大起(神戸：副委員長)、安達充洋(神戸垂水)、白川龍彦(神戸垂水：委員長)、入江精(姫路)、小國健太郎(西播)
　　　　　　　白石篤寛(はりま地区明石第５団ＲＳ：HHAC2012レンジャー)

　　　　　　　淺海定人(阪神北地区川西第１団ＲＳ：第11期ＶＬＡＣ代表)

　　　　　　　アドバイザリースタッフ…家門秀行(県副コミッショナー)
４）費用　　　8,530円（交通費・コピー代）

５）報告事項
前回のユース委員会の報告

　前回以降進捗のあった事項として、8月4日にひょうごユースキャンプの案内をアップロード。
理事会の報告
承認事項―国府田華子ＲＳ(尼崎３団)のＣＪＫプロジェクト参加に伴う補助金支給の決定。
協議事項―県連と地区での活動方針の取り組み状況について。ユース委員会からは各地区のユース委

員会の活性化と、案内を確実に団・隊に回す事を依頼。

報告事項―ひょうごユースキャンプの企画書を提示。
各委員会の報告

　スカウト委員会―県ベンチャーフォーラムについて、スカウト委員会にも支援を依頼／参加指導者に

　　　　　　　　　も手伝いを要請／各地区のフォーラム実施状況の調査。進歩についてのウェイトが

大きくなった。今後のHHACのあり方についてユースでも話し合ってほしい。
各地区の活動報告　（報告があれば書面にて詳細を報告）

　尼崎地区―地区ユース委員会の議事録を提示。地区ユース年代のＢＢＱの打ち合わせ、市民祭りの奉

仕の内容について。

神戸垂水地区－ピザ窯製作の実施内容の報告。
ＶＬＡＣの関連報告
６月２３日～２４日に実施した、ＶＬＡＣ交流キャンプの感想を現ＶＬＡＣの浅海代表が報告。最後に現ＶＬＡＣとして何かしたかった。県ベンチャーフォーラムでも発表したい。また8月19日の午前中に県ベンチャーフォーラムに参加するファシリテーターの事前研修会を実施。
Ｈｙｏｃａｍ２０１２報告

　・全体的にスタッフの人手が足りなかった。

　・ユースの集いが実施できなかった。

　・ユースキャンプの宣伝はできたが、大々的にできなかった。

・開閉会式でのスカウトへの気遣い等でスタッフへクレームがあった。

　・他のユース年代とも仲良くなれて良かった。紙に挙がってない所の頑張りや努力を評価したい。
　・事前訓練やキャンプをしっかりしてほしかった。雨プログラムが不十分？
ＨＨＡＣ２０１２の報告
ＨＨＡＣ２０１２の参加者の感想を回覧。途中、幾多のトラブルに見舞われたがなんとか踏破出来た。
最初はできるのか不安視する声が大きかったが、行事については大成功である。

青団連関連の報告　

兵庫県青少年団体連絡協議会の本年度の幹事会メンバーとして、市が原交流ハイクに奉仕した経験がある事から、神戸第54団の菅野ＲＳ、神戸第60団の桑ＲＳを推薦。(本人も了解済み)

その他の報告事項（いずれも白川委員長より）　

　障害者のためのキャンプ大会である、１１ＮＡの見学に行った。とても優しくて暖かい大会だと実感。今回は参加国こそ少なかったが、世界規模の大会である。

　またＯＳＣＡＰ(大阪連盟のキャンポリー)内で行われているローバーナイトに参加。大阪の70名のＲＳが集まる。FacebookのＲＣＪのコミュニティを通じ告知もされていたが、他県参加者は１名のみ。

６）協議事項

夏の活動報告

Ｈｙｏｃａｍ２０１２の改善点　

・セレモニー台本がコロコロ変わるからなんとかならなかったのか？

・今回はワイルドキャンプを目指したがどうだったか？

→衛生面で女子、アレルギーなどのスカウトの配慮が必要とされたが、実際になされたのか？

・セレモニーがぶっつけ本番で困った

・ベンチャーの扱いに困った

→プログラムが組めていないスカウトを積極的に参加させたので、忙しいスカウトは呼んでない。

　　　ベンチャーサイトでは色々な地区のスカウトが来ていたのにも関わらず、交流が皆無!!サイト　を活かしきれなかったのでは？

・ベンチャーの技能が低い(巻き結びが出来ないなど)

・人材不足が酷かった。

・エールマスターをやったことないユース年代が多い。ＢＳ～ＶＳから経験を積む事が必要。

→参加経験が少ないので営火だけの講習(定型外訓練)をリクエストすればどうだろうか？

ＨＨＡＣ２０１２について

　近隣県連からの反響が大きく、またノウハウを引き継ぐためにもイベントとして隔年で行いたい。

　　→2年に1回ペースで実施できるようにする、で全員一致。
　参加条件

　　→事前訓練も含め、全日程参加できる者

ＪＯＴＩの対応について

各委員が集めた、過去のＪＯＴＩについて参加した個人の参加事例を紹介。
・無線全盛期は24時間(自転の関係上48時間)すべてとガンガン繋がってた

・インターネット上にはメインで使っているチャンネル(≒板)と別に、各国語のチャンネルがサブであったが、日本はそちらがやたらにぎわっていたのでメインチャンネルは過疎

・7年前くらいは、国内での交信が多かった。サブのチャンネルで内輪の話になる事も。
　今回はスカイプに登録しておく必要がある。

・スカイプだと変化球(意外な国からの交信)が飛んできて面白いかもしれない。

(世界的に日本人は人気らしい)

国際委員会が主管となり、県でどこかの会場借りて大規模にやるのはどうだろうか？その会場にユースで奉仕する。
　　内輪の話だけにならないように注意する。

県ベンチャーフォーラムについて　※委員会終了後に奉仕者のみで話し合った。
　タイムスケジュールについて確認。後日8月26日に地区コミッショナー会議があるので、そちらで地区フォーラムの実施報告をまとめ、再び話し合いを行う。
ひょうごユースキャンプ

白川委員長が実際に船坂キャンプ場を単独で下見に行ってみての現場の報告。
・幅1,9ｍ以上の車は厳しいのでは？

・対向車来たらどうしようもない状態になりかねない細い道だった。

・当日は、近隣に車を止めて誰かがお留守番する必要ありか？
・神鉄有馬からだと、徒歩で約一時間。
下見をするメンバーの決定（→８月２５日に白川委員長・入江委員で船坂に下見をする予定。）
実施期間中の食事メニューを考えた。
　1日目晩

・アリゾナチキンシチュー

　　・リゾット

　2日目朝

　　・カートンドッグ(参加者に牛乳パックを用意するよう事前に連絡する)

　　・インスタントスープ

　2日目昼

　　・焼きそば
　この時期は蜂に注意

　ヘルメット長袖長ズボンが必要

　水分補給どうするか？

　共有資材どうする？

→みんなで持ち込み

　水の排水注意!!

　詳しくは９月２日(日)の１８時より、明石近辺で再度話し合いを実施。
常設委員会の出席者の分担について　※いずれも仮である。
　国際委員会－仮）北村
 (元ユース副委員長で現国際委員の鯛谷氏・長谷川氏に、次回ユース委員会の出席を要請？)

　組織拡充委員会－仮)小国
　１０月以降は次回のユース委員会で決める。
７）次回県ユース委員会
平成24年10月13日（土）１３：００～　　＠神戸市青少年会館
